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論文内容要旨
緒書
 高ぬ圧の臓器障碍ならびに撮管障碍の発生機序につ砕ては今まで多ぐの観点よむ論じられてい
 るが未だ見解の一致をみていない。高血圧は循環系に対する負担の増大を意味するものと考えら
 れる。そこで我々は負担の増大に離する循環系の反応態度を萌らかにすることによって高血圧の
 際の海行動態を検討し臓盟障碍友らびに血管障礁の発生機序の分析を試みた。旙環系についてか
 かる分析は今まで心臓に関してのみであって個々の臓器に所羅する盆管系に関しては不可能であ
 った。通例組織標本で鶴られる血管は種々の程度に死後収縮をきたしているので,この状態で計
 測された動脈半径や中膜の厚感はその凌郭司一基準で扱うことは出来ない。我々はぬ管を内弾性
 板が完全に引伸された状態に還元して半径ならびに中膜の厚さを規定した。この方法で傳られた
 値は動脈中膜の強さを量的に扱うのに充分な恒常性を示した。高血圧の際に最も磁管障碍の発生
 のみられる腎動脈系と比較的障碍発生の少レ明易間膜動脈系を用い比較検討した。
計測方法
 正確な動脈横断面の組織標本を拡大投影し内弾性板と中膜を描面し,内弾性板の全長L中膜の
 面積8を計る。内弾懸板を完全に伸して撫管断面を正円形にした時の血.管盗の中心から中膜の中
 点までの長さを畢径Rとし,この状態にお・ける中膜の厚さを工)とするとS鳳2πR璃L皿2π(
 Rτ号)鞭係が成立する・そ轍RとDは防衛ρ誕+舞s蝸L
 より定めることが出来る。一動脈系について動脈幹部から細動脈に至る全領域で15乃至20ケ
芋
 所を撰び計測を行った。
 結果ならび算考察
 腎動脈系ならびに腸間膜動脈系ともに各例に1つき畢径Rと中膜の厚さDとの聞に規則正しい関
 係が褥られた・爾対数方眼紙の横軸にRを縦軸にDをと珍計測値を記入すると季RとDは動脈幹
へ
 部から細動脈に至る広い領域にわたって回帰方程式Y識bX十A,(X駆工09鳥Y編lo9恥
 み皿10g農)で表わされる回帰直線上に比較的バラツキの少い分布をする。すなわちRとDの
くへ
 ..澗にD剛Rb泌関係が戯する。上詑の計測で観れ姻醐繊Y-bX+A鰻籾の
 計測値の分布爾正規牲を検定すると正規分布とする仮定が保留される。それ敵二つの動脈系の計
 測から傳られた二つの圏帰方程式が異った母集団に属する1か否か争い』かえれば二つの動脈系が
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 異った中膜の厚さを有するかどうか推藷汁学的に検討することが禺来る。す疫わち
ムハ
 捜1-Y21
 ・t鳳ノ(且・+謡箏・蕪裏婁泥2欝+(8・ 8§霊)讐繰鍔際1
 なる式を用いロ三十n2-4の自由度でも一分右表によわ検定可能である。
 正常慮庇者を三E年令厨に分け,腎動脈系友らびに腸間膜動脈系について斎例の計測値をソ㌦ル
 しO診麟ρか、r・曾9腰a3鋤聴鋤観Ua嫉。ロを求め,それぞれの動脈系の性格を代表させた。
 爾動脈系とも回帰直線はR昂400μを堺に二分され.,各々の部分で異った常数値を示した。
 爾動脈系とも武>1GOμの領域にかいては。は窪より禰小さく,この領域では腸間膜動脈系が
 督動脈系に比し厚い中膜を滴rする。無く喋00μの領域ではbは窪よりはるかに小さレ、値をとる。
 この部分では腎動脈系が厚願中膜を有し,動脈半径の減少とともにD/Bの急激友上昇をみる.
 このよう友i動脈系の形態的だ差はすでに正常状態にお・いて二つの動脈の間鷹i環調節機構の基本
 的歳差があることを示唆する。すなわち腸間膜動脈系では比較的太い動脈域に論いて調節が常香
 れ,逆に腎動脈系ではそれが細動脈域で行われていると推定される。
 正常魔圧倒に於いては半径を規定すると中膜の摩さは年令に関係なくそれぞれの動脈系で略一
 定の値をとる。そこで正常血圧例でR阻塞GOGμ,R伽100μ,R需給μの各部位につき各
 例の圏帰方程式よ毎求めた分の集団の棄却限界を定めた。ある剖検例の倉がこの棄却上限を越え
 た場合には中膜の肥1大があわ正常塩圧群に鵬し姦いことが理論的に決定出来る。高血斑例につい
 て棄鋪検定を行うと,腎渤脈系のR司00μにかける◎は殆んど全例棄却上限を越えた。この鄭
 実は腎動脈系OR瓢1eGμに赴ける棄部限界が高斑蕉例の後出に際し解剖学的基準として有効で
 参ることを示す。
 蕩揺R圧例に赴いては爾働脈系とも中膜の肥大が認められるが,肥大の程慶は動脈系の部位によ
 り差があるoR>拍0μの領域では明らかに肥大があめ頂く100μの領域では肥大の程度は減
 少し,R司0μにかいては殆んど肥大は認められ支い。それ故省動脈系を表わす回帰直線は正
ア
 常状態と異った形態をとるように浸る。殊に腎動脈系でこの変化が著しく,正常血ぼ時に細動脈
 域で行われていた縢環調節機構がよわ太い動脈域に移行したと考えられる。動脈壁の張ヵ聖内圧
 P半径Rめ闘には愛戯PRたる隣係が知られているが,筋型動脈ではTは中膜の厚さDにある程
 震比例するのでで鋤D/F,す友わちD/R霊E夢と書き表わすことが患来る。(Fは半径.動脈
 の種類ならびに年令等によって決まる生物学的函数で殆んど血圧に影響されないものとみ疫され
 る。)それ故P/Rの増加は理論的に動脈圧の上昇に比例する。したがって高慮圧倒の腎動脈系
 で細動脈域のD/Rの増加が少いことはζの部で血圧が急激に低下するためと解釈される。
 以上の成績から腐廠鐵ほ腎動脈系に対し比較的太い鋤脈域の筋溜の肥大を鳶たし,肥大した筋
 縛の過剰収縮が細動脈域に一過性の虚血を起し,その結果動脈内膜の透過性を亢進させ細動脈壊
 死をひき沿こすのであると考えら燕ゐo
I
 一63一
 審査結果の要旨
 本論交は剖鹸例を用いて筋型動脈について組織計測を行い,血圧上昇に対する動脈壁の負挺
 増大を量的に分析して,臓器による血行動態の差を甥らかにし,更に高血圧の際にみられる雄
 管障碍の発生機序について考察を加えたものである。
 従来循環系の臓器の中で負担増大に対する態度を量的に抜い得たのは心臓のみであって,重量
 の増加をもつて肥大を定義しているが,瞼管系についてはかNる測定は困難であり,又種々の収
 縮状態にある血、管を直接計～則し比較を行うことは不可能である。そこで著巻は動脈横断面を内弓単
 性板が完全に引延された状態に還元して,この状態に齢ける半径R,中膜の厚さエ),を求め,
 D/R指標として筋型動脈に諭ける負挺の増大すなわち中膜の肥大κついて検討を行っている。
 一動脈κついて動脈幹部より細動脈にわたる全領域で15乃至20ケ所を選び計測した。各計
バ
 測値を対数グラフに記入すると,Y端bxトA(X訟■09R,Y血■09D,Amユ09&)なる回帰
b
 直線上にきわめてバラツキの少い分布をし,RとDの間にD瓢aRなる関係の成立することが
 明かκな'つた。
 上詑計測を高」血圧性血管障碍の強い腎動脈系と比較的変化の少い腸間膜動脈系につき施行し,
 礪血鯛と離圧倒の比較硫つた・.
 正常血目湖では,翻脈系とも回髄線はR朝oo陸堺に二趨れ,R〉旬。μではbは
 1より稽小さく,腸間膜動脈系が腎動脈系に比し厚い中膜を有した。これん反しR>青00μでは
 bは1よ匂はるかに小さく,賢動脈系が厚い中膜をもち,半径の減少κ伴いD/Rの急激な増加
 がみられた。以上り事実より正常血圧噂すでに二つの動脈系の間に循環調節機構の差があり,腎'
 動脈系では細動脈域κかいて主要な調節が営まれていることが推定される。
 高血.圧例では両動脈系ともR>leoμで中膜の肥大が著萌であるが,Rく借00μでは肥大は
 少くR司0μでは殆んど肥大は認められない。殊に腎動脈系ではR〈100μの領域に齢ける肥
 大は軽い。高血圧症に冷ける中膜肥大が細動脈領域κお・いて著しく軽いことは,高雄圧1歴に蔚い
 ては細動脈領域の血圧は急激に降下していることを示すものと考えられ為。
 著者は以上の知見に基き,高血圧惟細動脈病変の発生には比較的太い動脈枝の収縮過剰による
 末梢細動脈の断血性障碍が重要な因子である事を結論している。
 よって本論交は学位を授与ずるに憾するものと認める。
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